
70ドル割れ、供給環境の正常化を織り込む
NY原油先物相場は、1バレル＝69ドル台前半まで値下がりする展開になった。米国とイランが戦闘終結

などを含む暫定合意に至り、両国がホルムズ海峡の封鎖解除を進めていることが、原油相場の値下がり

に直結した。湾岸諸国は輸出再開に強い意欲を示しており、ホルムズ海峡経由の原油輸出が急速に正常

化に向かうとの見方が優勢になっている。国際原油需給が供給不足から供給過剰に転換する可能性が高

く、原油相場は期近限月主導で下落した。70ドルの節目を割り込んでも目標達成感は乏しく、2月27日

以来となる約4ヵ月ぶりの安値を更新した。

イランは核査察を受け入れ、それに対して米財務省はイラン産原油の売買を容認するなど、両国は歩み

寄りを見せている。ただし、6月25日にはオマーン沖でシンガポール籍の貨物船が攻撃を受け、26日に

はイランの攻撃だとして、米国がイランの軍事関連施設に報復攻撃を行うなど、中東情勢は依然として

不安定な状態が続いている。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（6月19日時点）は、原油が前週比609万バレル減、ガ

ソリンが206万バレル増、石油精製品が306万バレル増となった。
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【現状確認】
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（出所）LSEGよりマーケットエッジ作成
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供給環境改善で下値模索の展開、瞬間的な上昇リスクは残すも
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【展望】

中東からの原油供給の正常化が進む中、戻り売り優勢の展開

が続きやすい。ホルムズ海峡の封鎖解除後のタンカー通航の

報告が増えており、サウジアラビアやUAEなど湾岸諸国から

の原油輸出量が増加しやすい環境にある。今後数週間で、消

費国の在庫トレンドは減少から増加に転じる可能性が高い。

70ドルの節目割れ、期近限月のプレミアム剥落などから、値

頃感もある。既にイラン戦争勃発時の価格水準に回帰してい

ることにも注目したい。しかし、大口投機筋の買いポジショ

ンの整理が遅れているため、投げ売りが広がると短期的には

オーバーシュート気味の安値形成が進む可能性も想定してお

く必要がある。 支持線は65ドルまで切り下がる。

焦点は、ホルムズ海峡経由の安定供給が可能かどうかだが、

この点に関しては不確実性を残している。イランはホルムズ

海峡の通航に際して、イランの許可、指定航路の通過などを

要求しており、それに従わない場合には攻撃を含めた措置を

講じるとしている。このため、今後も繰り返し混乱が発生す

る見通しだが、米国とイランが改めてホルムズ海峡を封鎖す

るような事態に発展しなければ、戻り売り優勢の地合は崩れ

ない見通しだ。週末に米国とイランの間で攻撃の応酬が行わ

れたことには注意が必要だ。

ホルムズ海峡経由の原油流通量が拡大すれば、国際需給に対

する緩和圧力が強まり、原油相場を下押しする展開が続く。

改めて急伸するリスクは着実に解消されている。一方、原油

流通を抑制するような何らかの混乱が生じると、70ドル台を

回復する可能性がある。上下双方に一本調子の値動きにはな

りづらい。
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